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沿道環境の現状（二酸化窒素） 

▼国道４３号 二酸化窒素（NO2） 日平均値の年間98％値の経年変化 

東本町交差点局 

    0.059 ｐｐｍ 

      五合橋局 

      0.057 ｐｐｍ 

      西本町局 

      0.050 ｐｐｍ NO2環境基準：１時間値の１日平均値が0.04ppmから
0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。 

・二酸化窒素（NO2)は、平成23年度以降は全箇所で環境基準のゾーン内に入っている。  

・平成１８年度以降、日平均値の98％値は低下傾向にある。 
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沿道環境の現状（浮遊粒子状物質） 

▼国道４３号 浮遊粒子状物質（SPM） 日平均値の年間2％除外値の経年変化 

東本町交差点局 

    0.053 mg/m3 

      五合橋局 

      0.056mg/m3  

      西本町局 

      0.058mg/m3 

環境基準超過日が２日以上連続のため非達成 

平成14年度：五合橋局、西本町局、西宮本町交差点局、 

         東明交差点局、岩屋交差点局の５局で非達成 

平成23年度：すべての観測局で非達成 

SPM環境基準（長期的評価）：１日平均値の年間２％除外値が
0.10mg/m3以下であること。ただし、１日平均値について環境基
準を超える日が２日以上連続する場合は非達成。 

・浮遊粒子状物質（SPM)は、平成２4年度以降は全箇所で環境基準値を達成している。 

・平成２５年度の日平均値の２％除外値は、前年度と比べてほぼ横ばいとなっている。 
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国道４３号沿道（尼崎市域）の大気質（NO2) 

▼尼崎市域の大気質（NO2) 

観測局              月別基準値超過日数 年別基準値超過日数 

東本町
交差点 

五合橋 

西本町 

２６ 

４１ 

３２ 

１９ 

１１ ９ ７ ６ ２ 

１８ 
２５ 

１６ 
１１ ８ ８ ４ １ １ 

２５ ２６ 
１６ 

７ ９ ６ 
２ １ １ 

・平成１８年度以降、環境基準値超過日は減少傾向にあり、昨年度の超過日は１～２日であった。 


